
　四万十町下呉地で露地ピーマンと水稲を
栽培する浜田さん。露地ピーマンは７a栽培
されており、令和２年度のJA高知県四万十
夏秋ピーマン部会では露地ピーマン（７.４a
未満の部）で最優秀賞を受賞されました。
　四万十地区での夏秋ピーマンの生産者
は近年増加傾向にあります。今後も産地の
活性化に向けて頑張って下さいね ！

今年度もいいピーマン、
作ります！
浜田 丈夫男さん　（76）
はま  だ　   ま   す   お

よく効きそうやね～！
（右）下村 尚希さん　（57）
（左）下村 嘉代子さん　（64） 

　檮原町影野地（かげのじ）の下村尚希さ
んと嘉代子さんご夫婦。お伺いした日はとて
も良い天気で、ご夫婦は後方の斜面に見え
るハウスの土壌消毒作業をしていました。ク
ロルピクリン錠剤を畝に敲きこみ速やかにポリ
フィルムで被覆した後、畝周りをダクトで密閉
していきます。約２週間で被覆を外し畝を成
型して苗の定植を行うそうです。この土壌消
毒をすることで害虫や特定の病害を防ぎ野菜
の増収を狙います。
　尚希さんは他業の傍ら空いた時間を農業に
注ぎ、日々の収穫や整枝等の作業は主に嘉
代子さんが担っています。これから田んぼの
準備なども始まり更に忙しい時期を迎えます
が、お身体に気を付けて夫婦仲良く営農を
行ってください。

しも  むら   ひさ   き

しも  むら    か   よ   こ

　興津支所のすぐ近くでお住まいの棚野さ
んは若いころから戸塚フランス刺繍をされて
おり、お家にある繊細で素晴らしい作品を
たくさん見せていただきました。想像以上に
大きな作品にびっくりです ！  いつも素敵な
笑顔のおしゃれな棚野さん、これからもお元
気でお過ごしください。

大事にしている作品たちです
棚野 照さん　（93）
たな  の　てる
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◎お問い合わせ先：津野山営農経済センター購買課（TEL.0889－62－3501）

　柵には裏表があります。縦線が獣側です。搬入時には、互
い違いに積んでありますのでそのまま設置しないでください。反
対にすると強度が約４割下がると言われています。

　田植えや様々な野菜の植え付けが始まる季節となりました。この時期
に田畑の農作物を鳥獣被害から守るための防護柵を点検しましょう。

被害対策は積み重ねが大事です。被害にあってもあきらめず足し算することを考えましょう。
加害獣を特定して対策を行うことも大切です。獣用の暗視カメラもありますので、遠慮なく相談して下さい。

鳥獣被害対策について
～防護柵編～

津野山地域より

柵の裏表に注意

　必ず一番下の横線が地面に接するようにしっかり踏み
込んでください。イノシシの鼻が入ればそこから侵入を許
してしまいます。
　柵の継ぎ目は一マス重ねて強度をあげましょう。また、
つなぎ目は最低３か所、しっかり番線で結んで下さい。

接地面との隙間を作らず、継ぎ目を重ねて強度を上げる

　 段差がある場
合は崩すか、形
状に沿って柵を加
工し、地形に沿っ
て設置しましょう。

段差を作らない

　トタン柵も注意して下さ
い。目隠しを兼ねた良い
方法ですが、負荷もかか
りやすく破損に気づかな
い事があります。しっかり
補強しましょう。

隙間や破損に注意

田植えが終わったら、
水稲除草剤の散布・・・
その前に ！！
　四万十管内での田植えも始まり、水稲除草剤を使用する時期に入ります。
　除草剤の使用は、雑草からの養分競合を防ぎ、稲の初期生育の促進と除草作業の軽減につながる重要
なポイントです。
　これから除草剤を使用する前に、一度以下の事項を確認し、除草剤を上手に効果的に使用しましょう。

□散布前後に風が吹いていないか？

□藻類の発生はないか？
　除草剤を散布するときに風や藻類の発生があると、除草効果の低下のみでなく、薬害の原因ともなります。

□水口から水が入っていないか？

□水尻から水があふれていないか？
　除草剤散布後に水が動いていると、除草効果の低下につながります。水口だけでなく、水尻（排水）、

　畔際などを確認し、水の動きがないことを確認しましょう。

★★除草剤使用に際するチェックシート（確認事項）★★

□畔からの漏水はないか？

□田面が露出していないか？

□田面の均平がとれているか？
　田面が露出していると除草効果の低下だけでなく、雑草発生の原因ともなります。除草剤の効果の面

　でも３～５センチの水位を確保し、水の抜けやすい田んぼでは水位を保つ程度の差し水も有効です。

□雑草が発生しているか？

□雑草が大きくなりすぎていないか？

□雑草に合った除草剤か？
　除草剤の散布のタイミングは、田面から雑草の芽（約１～２㎝）が見え始めた頃です。タイミングが遅

　れると枯死しない雑草が残ったり、逆に早すぎると除草効果が長く得られないこともあります。圃場の雑

　草をよく観察し除草剤の種類やタイミングを決めましょう。
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【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所（旧JA津野山本所）

0889－65－0111

四万十支所（旧JA四万十本所）

0880－22－0003
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